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60周年特別企画「岡大・知の系譜」シリーズ２

特集

六〇周年特別企画「岡大・知の系譜」
シリーズ２として、
今回は本学のもう一つの源流、
旧制第六高等学校に焦点をあて、
その発展と戦後の新制岡山大学への
再生の過程を追う。

▲岡山駅東口に立つ「青春感謝」像

▲大正十二年当時の『六高マン』たち
（授業の合間に）

第六高等学校全景（焼失前）

第六高等学校
〜不屈のエリートたち〜
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岡
山
の
誇
り
「
六
高
」

岡
山
駅
東
口
に
立
つ
、「
青
春
感
謝
」

と
題
さ
れ
た
銅
像
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
旧
制
第
六
高
等
学
校
の
創
立
百

周
年
を
記
念
し
て
平
成
一
二（
二
〇
〇
〇
）

年
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
高た
か

下げ

駄た

黒

マ
ン
ト
姿
の
バ
ン
カ
ラ
な
六
高
生
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
あ
る
。銅
像
に
は「
三

年
間
の
六り
く

稜り
ょ
う

生
活
は　

弊へ
い

衣い

破は

帽ぼ
う　

文

武
両
道
に
励
み　

時
に
街
頭
に
出
て
放ほ
う

歌か

高こ
う

吟ぎ
ん

す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が　
『
六
高

マ
ン
』
の
愛
称
で
温
か
く
見
守
ら
れ
た
」

と
の
解
説
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
右

側
面
に
は
「
胸
に
無
限
の
覇
気
あ
ら
ば　

守
れ
不
屈
の
意
気
の
香
を
」
と
い
う
六
高

の
応
援
歌
「
北
進
歌
」
の
一
節
が
引
用
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
章
か
ら
、
誇
り

高
く
、
不
屈
の
精
神
を
持
っ
た
「
六
高
マ

ン
」
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。
ま
た
、
当

時
の
岡
山
の
人
々
が
、
彼
ら
を
愛
し
て
い

た
こ
と
、
そ
し
て
「
六
高
」
を
郷
土
の
誇

り
と
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

旧
制
高
等
学
校
と
は

で
は
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
岡
山
の
人
々

に
誇
り
と
さ
れ
た
旧
制
六
高
と
は
ど
ん

な
学
校
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を

知
る
に
は
、
ま
ず
、
当
時
の
「
高
等
学

校
」
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
知
ら
ね
ば
な

ら
な
い
。
戦
前
の
教
育
制
度
は
、
明
治
六

（
一
八
七
三
）
年
の
学
制
施
行
以
降
、
さ

ま
ざ
ま
な
変
遷
を
た
ど
る
が
、
基
本
的
に

は
義
務
教
育
は
尋
常
小
学
校
の
み
で
あ

り
、中
等
教
育
機
関
と
し
て
高
等
小
学
校・

中
学
校
が
存
在
し
た
。
そ
し
て
大
学
へ
の

予
備
教
育
機
関
と
し
て
整
備
さ
れ
た
の

が
高
等
学
校
で
あ
る
。
戦
前
の
教
育
制
度

は
、
現
在
と
違
っ
て
複
線
型
で
あ
り
、
把

握
し
に
く
い
が
、
高
等
学
校
尋
常
科
に
は

一
二
歳
か
ら
四
年
間
在
学
し
、
高
等
学
校

高
等
科
に
は
一
六
歳
か
ら
三
年
間
在
学

す
る
の
が
一
般
的
だ
っ
た
。
従
っ
て
、
大

学
（
三
年
制
、
医
学
部
は
四
年
制
）
に
入

学
す
る
の
は
、
早
く
て
も
一
九
歳
を
過
ぎ

て
か
ら
、
と
な
る
。

「
大
学
へ
の
予
備
教
育
」
と
い
っ
て
も
、

戦
前
の
高
等
学
校
は
現
在
の
「
高
校
」
と

は
異
な
り
、
大
学
受
験
の
た
め
の
教
育
を

行
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
明
治
初
期
の

大
学
で
は
、
教
師
は
ほ
と
ん
ど
が
外
国
人

で
あ
り
、
授
業
も
外
国
語
で
行
わ
れ
た
。

当
然
、
大
学
に
入
っ
て
か
ら
外
国
語
を
学

ん
だ
の
で
は
間
に
合
わ
な
い
。
そ
こ
で
外

国
語
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
予
備
教
育

を
行
う
た
め
に
整
備
さ
れ
た
の
が
高
等

学
校
で
あ
る
。
現
在
で
も
大
学
一
年
・
二

年
に
お
い
て
は
一
般
教
養
の
教
育
を
行

う
が
、
そ
れ
に
相
当
す
る
高
等
教
育
を
行

う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
前
号
で
第
三

高
等
学
校
（
京
都
）
の
医
学
部
が
岡
山
に

設
置
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
が
、当
初
、

各
高
等
学
校
に
は
い
く
つ
か
の
専
門
学

部
が
存
在
し
、
大
学
予
備
教
育
を
行
う
大

学
予
科
と
と
も
に
、
専
門
教
育
を
行
う
準

大
学
と
し
て
の
性
格
も
有
し
て
い
た
。

し
か
し
、
政
府
は
明
治
三
十

（
一
八
九
七
）
年
、
京
都
帝
国
大
学
の
設

置
に
よ
っ
て
、
高
等
教
育
を
大
学
の
拡
充

に
よ
っ
て
行
う
と
い
う
構
想
を
示
し
、
こ

れ
以
降
、
高
等
学
校
は
大
学
予
科
に
純
化

し
て
い
く
。
第
六
高
等
学
校
は
こ
の
よ
う

な
方
向
が
確
定
し
た
後
に
最
初
に
設
置

さ
れ
た
、
い
わ
ば
新
構
想
の
高
等
学
校
の

第
一
号
で
あ
る
。

第
六
高
等
学
校
の
成
立

戦
前
、
番
号
を
付
さ
れ
た
高
等
学
校

は
、
第
一
（
東
京
）、
第
二
（
仙
台
）、
第

三
（
京
都
）、
第
四
（
金
沢
）、
第
五
（
熊

本
）、
第
六
（
岡
山
）、
第
七
（
鹿
児
島
）、

第
八
（
名
古
屋
）
と
八
校
存
在
し
た
。
こ

れ
ら
は
「
ナ
ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル
」
と
通
称

さ
れ
、
ほ
か
の
高
等
学
校
と
は
格
が
ち
が

う
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
ナ
ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル
は
戦
後
、

そ
れ
ぞ
れ
東
京
大
学
、
東
北
大
学
、
京
都

大
学
、
金
沢
大
学
、
熊
本
大
学
、
岡
山
大

学
、
鹿
児
島
大
学
、
名
古
屋
大
学
へ
と

再
編
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
、
第

一
三
回
帝
国
議
会
に
お
い
て
高
等
学
校

一
校
増
設
が
決
議
さ
れ
る
と
、
岡
山
県
・

広
島
県
・
愛
知
県
・
香
川
県
が
そ
の
誘

致
活
動
を
熱
心
に
行
っ
た
。
と
り
わ
け

岡
山
・
広
島
の
あ
ら
そ
い
は
熾し

烈れ
つ

を
極

め
、
国
会
議
場
の
外
で
代
議
士
が
つ
か

み
あ
い
に
な
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
残
っ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
か
く
の

ご
と
き
熾
烈
な
戦
い
を
勝
ち
抜
き
、
岡

山
に
高
等
学
校
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

第
六
高
等
学
校
の
設
立
は
明
治
三
三

（
一
九
〇
〇
）
年
。
入
学
志
願
者
三
三
八

人
、
う
ち
一
二
九
人
が
入
学
。
入
学
志

望
者
は
全
国
に
わ
た
っ
て
お
り
、
明
治

三
六
（
一
九
〇
三
）
年
の
デ
ー
タ
で
は
、

地
元
の
岡
山
県
人
は
三
二
人
で
二
位
（
一

位
は
東
京
府
の
四
五
人
）、
入
学
者
の

二
〇・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
ず
、
全
国

の
英
才
を
あ
つ
め
て
い
た
。

「
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
時
期
に

は
、
自
由
と
自
主
の
伸
び
伸
び
と
し
た

伝
統
と
広
い
教
養
を
身
に
つ
け
る
学
風

が
成
長
し
、
こ
の
こ
と
で
学
ん
だ
若
者

た
ち
は
帝
国
大
学
な
ど
で
専
門
的
学
問

を
学
び
、
各
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て

「青春感謝」の銅像に刻まれてい
る『六高マン』の解説と、六高の
応援歌「北進歌」の一節
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い
っ
た
」（「
岡
山
大
学
五
十
年
小
史
」）

と
い
う
。

六
高
は
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
こ
と
で

も
有
名
だ
っ
た
。
一
三
の
運
動
部
が
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
に
お
い
て
、
の
べ
五
五
回

の
全
国
制
覇
を
な
し
と
げ
て
い
る
。
と

り
わ
け
柔
道
部
は
高
専
大
会
八
連
覇
と

い
う
偉
業
を
達
成
、
そ
の
勇
名
を
全
国

に
と
ど
ろ
か
せ
た
。
こ
の
六
高
の
柔
道

場
か
ら
は
「
三
角
締
め
」
な
ど
今
で
も

格
闘
技
で
使
用
さ
れ
る
多
数
の
寝
技
が

編
み
出
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

第
六
高
等
学
校
の
人
々

で
は
、
第
六
高
等
学
校
は
ど
の
よ
う

な
人
々
を
輩
出
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

六
高
出
身
と
い
っ
て
ま
ず
想
起
さ
れ

る
の
が
、「
日
本
の
現
代
物
理
学
の
父
」

仁に

科し
な

芳よ
し

雄お

（
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）

年
～
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
）
で

あ
る
。
仁
科
は
理
化
学
研
究
所
所
長
と

な
り
、
日
本
の
理
論
物
理
学
の
発
展
に

寄
与
し
た
。
後
進
の
指
導
に
も
力
を
入

れ
、湯ゆ

川か
わ

秀ひ
で

樹き

、朝と
も

永な
が

振し
ん

一い
ち

郎ろ
う

と
い
っ
た
、

の
ち
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
者
た

ち
を
育
て
た
。
現
在
、
物
理
学
で
優
れ

た
業
績
を
あ
げ
た
個
人
・
団
体
に
、「
仁

科
賞
」
が
贈
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
仁
科
の
理
論
物
理
学

に
残
し
た
足
跡
の
巨
大
さ
が
見
て
と
れ

る
。
ま
た
、
仁
科
は
戦
後
、
本
学
理
学

部
の
創
設
に
尽
力
し
た
が
、
そ
の
功
績

を
称
え
る
べ
く
、
胸
像
が
理
学
部
棟
前

に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

文
学
方
面
で
は
、
内う
ち

田だ

百ひ
ゃ
っ

閒け
ん

（
明

治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
～
昭
和
四
六

（
一
九
七
一
）
年
）
が
有
名
で
あ
る
。
百

閒
は
夏
目
漱
石
の
弟
子
で
あ
り
、
大
正

か
ら
昭
和
に
か
け
て
作
家
と
し
て
活
躍

し
た
。「
阿あ

房ほ
う

列れ
っ

車し
ゃ

」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
、

独
特
の
ユ
ー
モ
ア
に
満
ち
た
そ
の
随
筆

は
い
ま
で
も
フ
ァ
ン
が
多
い
。
近
年
で

は
、
そ
の
晩
年
が
映
画
監
督
・
黒く
ろ

沢さ
わ

明
あ
き
ら

に
よ
り
映
画
「
ま
あ
だ
だ
よ
」
に
描
か

れ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
中
国
の
政
治
家
・

文
人
と
し
て
有
名
な
郭か
く

沫ま
つ

若じ
ゃ
く（
一
八
九
二

年
～
一
九
七
八
年
）
も
六
高
の
卒
業
で

あ
る
し
、「
月
に
吠ほ

え
る
」で
有
名
な
詩
人・

萩は
ぎ

原わ
ら

朔さ
く

太た

郎ろ
う

（
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）

年
～
昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
）
も

一
時
期
、
六
高
に
在
籍
し
て
い
た
。

政
界
で
は
、
安あ

倍べ

晋し
ん

三ぞ
う

・
元
総
理
大

臣
の
父
親
で
あ
り
、
外
務
大
臣
や
通
商

産
業
大
臣
を
歴
任
し
た
安あ

倍べ

晋し
ん

太た

郎ろ
う
（
大

正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
～
平
成
三

（
一
九
九
一
）
年
）
な
ど
が
い
る
。

財
界
で
も
、
ク
ラ
レ
の
社
長
で
、
大

原
美
術
館
の
振
興
や
社
会
貢
献
事
業

を
行
っ
た
大お
お

原は
ら

總そ
う

一い
ち

郎ろ
う

（
明
治
四
二

（
一
九
〇
九
）年
～
昭
和
四
三（
一
九
六
八
）

年
）
な
ど
錚そ
う

々そ
う

た
る
人
材
を
数
多
く
輩
出

し
て
い
る
。

そ
し
て
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が

六
高
を
卒
業
し
、
の
ち
に
第
九
代
の
六

高
校
長
と
な
っ
た
黒こ
く

正し
ょ
う

巌い
わ
お（
明
治
二
八

（
一
八
九
五
）年
～
昭
和
二
四（
一
九
四
九
）

年
）
で
あ
る
。

黒
正
巌
校
長
に
よ
る

第
一
七
師
団
跡
地
「
占
拠
」

戦
後
、
日
本
政
府
は
新
制
大
学
構
想
を

発
表
し
、
中
国
地
方
に
総
合
大
学
を
設
置

す
る
計
画
を
提
示
し
た
。
設
置
地
と
し
て

広
島
が
有
力
視
さ
れ
る
な
か
、
岡
山
に
総

合
大
学
誘
致
に
向
け
た
強
い
気
運
が
盛

り
上
が
り
、六
高
設
立
時
と
同
じ
よ
う
に
、

ふ
た
た
び
岡
山
と
広
島
の
あ
ら
そ
い
が

は
じ
ま
る
。

岡
山
は
、
誘
致
推
進
の
た
め
、
商
工
経

済
界
、
弁
護
士
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

が
結
集
し
た
「
設
立
期
成
会
」
を
結
成
。

政
府
へ
の
陳
情
、
誘
致
賛
同
の
署
名
運
動

な
ど
の
活
動
を
行
っ
た
。
活
動
資
金
や
用

地
獲
得
な
ど
に
要
す
る
地
元
負
担
金
は

す
べ
て
県
民
の
寄
付
金
に
よ
っ
て
ま
か

な
っ
た
。
各
自
治
体
や
産
業
界
、
そ
し
て

一
般
県
民
か
ら
の
寄
付
に
よ
り
、
当
時

の
金
額
で
三
億
数
千
万
円
の
募
金
を
達

成
。
当
時
開
学
し
た
新
制
大
学
の
中
で
、

地
元
負
担
金
を
予
定
通
り
完
納
し
た
の

は
本
学
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
実
績
と
熱
意
が
認
め
ら
れ
、

岡
山
・
広
島
い
ず
れ
と
も
決
め
が
た
く

な
っ
た
政
府
は
、
一
県
一
大
学
設
置
に

方
針
を
転
換
し
、
岡
山
・
広
島
両
県
に

総
合
大
学
の
設
立
が
実
現
す
る
。

総
合
大
学
を
誘
致
す
る
運
動
に
お
い

て
は
、
岡
山
市
に
大
学
誘
致
の
候
補
と

な
る
広
大
な
敷
地
が
存
在
し
た
こ
と
が

き
わ
め
て
有
利
な
条
件
と
し
て
は
た
ら

い
た
。
こ
の
敷
地
の
確
保
こ
そ
、
当
時

の
六
高
校
長
・
黒
正
巌
の
努
力
に
負
う

と
こ
ろ
が
大
き
い
。

黒
正
は
農
業
経
済
学
の
大
家
と
し
て

知
ら
れ
、
六
高
卒
業
後
、
京
都
帝
国
大
学

農
学
部
教
授
な
ど
を
へ
て
、
昭
和
一
九

（
一
九
四
四
）
年
、
母
校
六
高
の
校
長
に

就
任
し
た
。

六
高
は
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年

六
月
の
岡
山
大
空
襲
と
失
火
に
よ
り
、

校
舎
の
大
半
を
焼
失
し
た
。
昭
和
二
二

（
一
九
四
七
）
年
に
は
校
舎
が
復
興
さ
れ

た
が
、
そ
の
校
舎
は
あ
ま
り
に
も
手
狭

で
あ
り
、
新
校
舎
の
建
設
が
望
ま
れ
て

い
た
。

◀理学部棟前に設置されている
　「日本の現代物理学の父」
　仁科芳雄博士の胸像
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ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
岡
山
に
総
合
大

学
を
誘
致
す
る
運
動
が
起
こ
っ
て
お
り
、

黒
正
校
長
は
岡
山
市
津
島
の
旧
陸
軍
第

一
七
師
団
跡
地
を
大
学
敷
地
と
す
る
構

想
を
抱
い
て
い
た
。
こ
の
地
域
は
、
日
露

戦
争
後
に
津
島
一
帯
の
水
田
地
域
を
つ

ぶ
し
て
整
備
し
た
も
の
で
、
八
三
万
坪
と

い
う
広
大
な
敷
地
に
、
日
本
陸
軍
第
一
七

師
団
が
練
兵
場
や
兵
舎
を
置
い
て
い
た
。

そ
し
て
こ
の
広
大
な
敷
地
と
建
物
は
戦

災
の
痛
手
を
ほ
と
ん
ど
受
け
な
か
っ
た

た
め
、
敗
戦
直
後
か
ら
進
駐
軍
に
接
収
さ

れ
て
い
た
。
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
、

こ
の
第
一
七
師
団
跡
地
が
大
蔵
省
に
返

還
さ
れ
る
。
大
蔵
省
か
ら
は
、
こ
の
跡
地

を
大
学
用
地
と
し
て
使
用
し
て
よ
い
と

の
内
諾
を
得
て
い
た
が
、
大
学
開
設
ま
で

放
置
し
て
お
け
ば
、
戦
後
の
混
乱
期
で
も

あ
り
、
敷
地
や
建
物
が
荒
廃
す
る
こ
と
は

目
に
見
え
て
い
た
。

そ
こ
で
、
黒
正
校
長
は
六
高
生
二
五
〇

名
を
率
い
、
跡
地
を
「
占
拠
」。「
第
六
高

等
学
校
分
校
」
の
看
板
を
か
か
げ
た
。
岡

山
県
立
農
専
の
応
援
も
得
て
、
六
高
の
学

生
・
教
職
員
が
徹
夜
で
警
備
に
あ
た
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
新
制
・
岡
山
大
学
は
敷

地
二
五
万
坪
、
建
物
五
万
坪
と
い
う
広
大

な
津
島
キ
ャ
ン
パ
ス
（
当
初
、
敷
地
面
積

は
北
海
道
大
学
に
つ
ぐ
国
立
大
学
第
二

位
の
広
さ
と
い
わ
れ
た
）
を
確
保
で
き
た

の
で
あ
る
。

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
ま
さ
に
、
敗
戦
と

い
う
苦
難
を
学
校
飛
躍
の
チ
ャ
ン
ス
に

変
え
た
、
六
高
マ
ン
の
不
屈
の
精
神
が
発

揮
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
と
い
え
る
。

　新
制
・
岡
山
大
学
の
誕
生

昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
十
月

二
十
二
日
、
新
制
・
岡
山
大
学
の
開
学
祝

賀
式
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、

こ
の
場
に
黒
正
巌
の
姿
は
な
か
っ
た
。
黒

正
は
大
学
認
可
を
目
前
に
し
て
大
阪
経

済
大
学
学
長
に
就
任
し
、
岡
山
を
去
っ
て

い
た
。
そ
し
て
、昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）

年
九
月
、
新
制
・
岡
山
大
学
の
誕
生
を
見

る
こ
と
な
く
、
脳
溢
血
で
急
逝
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

黒
正
巌
は
、岡
山
大
学
創
設
に
あ
た
り
、

津
島
キ
ャ
ン
パ
ス
確
保
の
ほ
か
に
も
、
組

織
編
成
・
人
事
な
ど
で
多
大
な
貢
献
を

行
っ
た
。
こ
れ
を
称
え
、
現
在
、
本
学
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
時
計
台
の
前
に
黒
正

巌
像
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
卒
業
式
に
お
い
て
各
学
部
・
研

究
科
の
成
績
優
秀
者
に
「
黒
正
賞
」
を
授

与
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
氏
の
功
績
に
ち

な
む
も
の
で
あ
る
。

不
屈
の
精
神
が
生
ん
だ
岡
山
大
学

開
学
か
ら
六
〇
年
が
経
過
し
た
が
、
今

で
も
津
島
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
旧
軍
施
設

の
名
残
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え

ば
、
本
部
棟
の
隣
に
あ
る
旧
事
務
局
棟
は

第
一
七
師
団
の
司
令
部
の
庁
舎
と
し
て

建
設
さ
れ
、
本
部
棟
建
設
ま
で
事
務
局
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。ま
た
、

工
学
部
一
五
号
館
は
、「
赤
レ
ン
ガ
」
と

通
称
さ
れ
る
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
旧
陸
軍
兵
器
補ほ

給き
ゅ
う

廠し
ょ
う

岡

山
支
廠
炊
事
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た

も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
見
る
た
び
に
、
本
学
創
設
に

か
け
た
六
高
マ
ン
の
不
屈
の
精
神
が
伝

わ
っ
て
く
る
。

そ
の
精
神
を
脈
々
と
受
け
継
い
で
い

る
こ
と
に
、
自
信
と
誇
り
を
持
ち
続
け
た

い
。
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